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  (日本における肺炎球菌ワクチンの急性中耳炎に対する影響)






















2007 年以降の AOM 肺炎球菌ワクチン（PCV7、PCV13）公的支援導入後の小児 AOMの臨床
像に対する影響を検討した。
方法
AOM による医療施設受診件数（VtMI）、AOM 関連の入院件数（AD）、AOM に対する鼓膜
切開術件数（MT）、鼓膜穿孔からの耳漏がある症例に対する局所処置件数（LT）（鼓膜切開を伴
う場合は除外）を調査した。
調査は、Japan Medical Data Center(JMDC)が提供する保険請求データベース情報（JMDC 
Claims Data Base）を用いて施行した。期間は、"the clinical practice guidelines for the 
diagnosis and management of AOM in children in Japan"（jG for AOM 2006）の第 1版が出
版されて 1年以上経過した、2008年から 2015年までの 8年間のデータを調査した。各年の各
年齢における月最高加入件数を解析の母集団した。
小児急性中耳炎として、15 歳未満患児のデータをこの解析に使用した。AOM 解析対象は、
ICD-10 に対応した H66.0（Acute suppurative otitis media）と H66.9 (Otitis media、
unspecified acute NOS)を加えたものとした。それぞれの年において、各月および各年齢別 VtMI
件数、AD 件数、MT 件数、LT 件数を調査した。鼓膜切開術に対応する疾患が急性中耳炎と滲
出性中耳炎がある場合は件数に加え、滲出性中耳炎のみの場合は件数に加えなかった。VtMI、













に対する効果はmarginal effect or modest benefical effectsとされている。PCV13に関しては、
未だmeta-analysisを用いた報告はないが、AOMによる医療機関受診率を調査した研究では有
効とするものが多い。今回、日本における調査を施行した。
今回の研究結果では、PCV7と PCV13公的支援導入後の 5歳以下の各年齢で受診率の減少は
なかった。しかし、2011年以降 2歳未満の小児については AOM関連の入院率がさらに減少し、
PCV7導入した 2011年より 1歳児において有意に鼓膜切開は減少した。
本研究結果は、若年小児を中心とした重症化の抑制の可能性を提示しているように考えられ、
肺炎球菌ワクチンを推奨するための新たな資料となるかもしれない。
